
第１回一関清明支援学校「公開講座」報告 

 

平成３０年度第１回一関清明支援学校「公開講座」を８月７日（火）に本校舎で行いました。外部

から４名、本校職員１５名、計１９名の参加でした。 

当日は、「聴覚障がい児への支援～個に応じた支援のあり方～」というテーマで、「きこえについ

て」 「オージオグラムの読みとり方」 「補聴器と人工内耳について」などの基礎的な内容と、「実際

の保育・授業のために」ということで、乳幼児期、幼児期、小・中学生それぞれの時期に必要な支援

や具体的な指導方法について、本校職員が講師となり講義が行われました。講義の中では、オージオ

グラムを読み取ってみたり、中等度用と高度用に調整した補聴器の音を聞いたりして実際に体験する

場面もたくさんありました。参加者からは、「聴力レベルだけで判断するのではなく、オージオグラム

を確認しながら子どもの実態を把握する必要があると感じた」「自立活動の目標、内容と具体的な活動

をする上での考え方を聞くことができた」等の声が聞かれました。 

 

～当日配付資料より～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊内容を詳しくご覧になりたい方は、本校にお問い合わせ下さい。 

        TEL ０１９１－３３－１６００  担当：幼小学部・教諭 三浦 由紀子 

＜アンケートから＞ 

・「補聴器をつければ聞こえる」という認識が変わりました。 

・実際に補聴器の音を聞いてみて、聞きたい音が聞こえるのではなく雑音も多く聞こえること

が分かりました。 

・今、目の前にいる子どもを想定して研修することができました。 

・手話についてもっと知りたいと思いました。 


